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――５月の市長就任後、実
際の市政運営で感じた課題は。
市の財政が大変厳しいという
こと。全国的な傾向だが、人口
減少と少子高齢化が進むなか、
税収が減っている。市民には市
の財政状況を十分に理解してい
ただかなければならない。厳し
い見方だが、市民の間では何か
あれば行政が何とかしてくれる
との認識がある。そうした意識
を変え、市民の声を市政に反映
させるために公募で集まった市
民が今後の市政について議論す
る「島田市ゆめ・みらい百人会
議」を10月に発足した。
会議の発足前は100人集ま
らなければ、どうしようかと心
配していた。しかし、実際には
151人の市民から応募があり、
112人に委員として委嘱状を
渡した。会議では12月まで市
の総合計画について議論する。
年明け以降は市民の関心のある
テーマで議論する予定だ。これ

市長の任期は４年。実効性を高
めるには市長の任期と総合計画
の期間が連動している方がよい。
今は10年で世の中が目まぐる
しく変わる。素早い変化に対応
するためにも総合計画の期間を
短くする必要があった。

――30km圏内の浜岡原子
力発電所で中部電力が再稼働
に向け準備を進めている。
東日本大震災で起きた福島県
の原発事故の検証が十分でない
現時点では、浜岡原発の再稼働
は慎重にならざるを得ないだろ
う。現在は浜岡原発が停止して
いるとはいえ、原発事故を想定
した防災計画も避難する手段な
どをより具体的にしなければな
らない。
防災力を強化するため、2014
年度に市役所内の組織を見直す。
防災課を危機管理部に昇格させ、
国から危機管理の専門官も招く
予定だ。原発事故だけでなく、
地震や水害などから市民の命と
財産を守っていく。
�（聞き手は静岡支局　池田　将）

まで市は経済団体などの意見は
聞いていたが、市民の声を聞い
て市政に生かす機会がなかった。
議論を通じて市民主体の動きが
出て来ることを期待している。

――財政健全化はどのよう
に進めるのか。
市民の市の財政の現状を知っ
てもらうために８月から市のホ
ームページに借金時計を公開し
た。市債残高など財政指標も合
わせて情報発信している。橋梁
などインフラの維持管理にはお
金がかかる。公共施設の統廃合
や補助金の見直しを進める。一
方、島田市が子育て世代に選ば
れる市でなければいけない。子
育て世代の雇用や住居、教育面
での支援など必要な事業にはし
っかりとお金をかける。
税収を増やすために企業誘致
にも力を入れる。島田市は大井
川の伏流水に恵まれており、医
薬や食料品、精密機械に関連す
る企業の誘致を進める。

――これまで10年単位だ
った総合計画の期間を８年に
した。
総合計画は前後期５年ずつの
計10年の期間で策定されるが、
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